
権利としての社会福祉を守る全国の社会福祉法人のみなさん！ 分野と地域をこえて手をつなぎましょう！ 
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第 6波コロナ感染爆発！ 

今、福祉の現場で何が起きているのか！ 
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●第 6波コロナ感染爆発！今、福祉の現場で何が起きている
のか！状況をお知らせください！ 
書き込みフォーム 

https://forms.gle/MrdLH9bB1RHiAHUR9 

フォームでは、2点聞いています。 

①コロナ感染拡大で、現在、直面している状況・課題・問題点な

ど。②上記の問題を是正するために必要と思われる国や自治

体への要望。 

お寄せいただいた声を 
ご紹介します！ 

①日々感染がないことを願うばかりです。 
②職員の定期的な PCR検査を早急に行
って欲しいです。 （広島 保育） 

①定期的なＰＣＲ検査の実施、事業利用
者の感染予防を中心とした生活支援のシ
ステム作り 
②現場の意見や要望を聞く機会の設定、
何かあったときの相談体制の確立 
（大阪 障害） 

①年末年始を経て、園児に感染者が出、濃厚接触者
（園児・職員）の自宅待機、園は臨時休園という時期を
経、濃厚接触者の中から新たに園児２名の陽性者が
判明した。  残っている職員で希望保育として再開し
始めたが、①なるべくエリアを分ける②手洗い消毒の
徹底（今まで園児に行っていなかった手指消毒を、この
期間限定で行うことにした）③園内の活動でも状況に
よっては幼児クラスのマスク着用、④食事のとり方の工
夫等、保健所から指導されている内容を行う大変さを、
まさに今実感している。特に、子どもや職員がなるべく
エリアを移動しない、別クラスと混合保育にならない努
力を保健所から言われ、 「８時間労働の職員で、１１時
間の保育に対応するのに混合保育をしないのは、不可
能です」と言ってはみたものの、保健所の管轄外の事
…一言、「どこも努力されてます」。 
②感染者が出た時の、自治体としての統一マニュアル 
保育を再開した時の自治体の支援・サポート体制の整
備 究極的には、設置基準・配置基準の見直し、改善。
そこが充実していればここまで苦しくないのではない
か。 
（山口 保育） 

①施設行事や外出などのイベントが出来ない、ま
た、ご家族に会えないことによるご利用者の心身
の状況の悪化への懸念。 感染拡大が起きた時
の行政機関の対応への懸念 職員に自粛制限を
長く行ってもらっているが、いつまで続くのかとい
う不安と、ストレスが過度にかかっている状態で
ある。 
②しっかりと国民・県民に対し感染対策の徹底を
訴えてほしい。感染者が少なくなるたびに規制が
緩和され、再度感染爆発を繰り返している。 職
員やご入居者に感染者が出てしまった場合に
は、できる限り行政主導で PCRを広範囲にやっ
て欲しい。 職員に対しいつでも PCR検査が無
料で行える体制を整えてほしい。エッセンシャルワ
ークである我々は、帰省や冠婚葬祭への参列す
ら自粛している状態である。PCRが気軽に受け
られれば職員もプライベートで最低限ではある
が必要な行動がとれる。  
（岡山 高齢） 

①毎日のように、職員や保護者の子どもの学校や職場で陽性者が出たという知らせが入るようになりました。
PCRの結果が出るまでドキドキしています。感染者の数が今までとは比べものにならないほど日に日に増えるの
で、もし職員が濃厚接触者や陽性になったら保育がまわらなくなるのではないか？と不安になります。 今までに 2
回休園措置を取った時、職員は 1部しか PCR検査をしてもらえなかったので、そのほかの職員は自分は大丈夫
なのか不安でした。無料で受けれる PCRのキッドも取りに行った職員は家族分しかもらえないと言われ、勤務中
でとりに行けない職員がほとんどで園内の接触者の結果が出るまで不安でした。（持病のある両親と同居してい
る職員は特に）園で陽性者が出たら職員は全員検査をしてほしいです。 
②園内で陽性者が出た時は、職員全員の PCR検査をしてほしいです。（広島 保育） 
 

https://forms.gle/MrdLH9bB1RHiAHUR9

